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１.内臓 ①牛内臓 ○平成23年12月の成牛と畜頭数は、116.9千頭(前年比 99.6%)と前年比やや減で、1月の成牛と畜頭数（速報値1/31）も、86.1千頭（同98.5％）と １.東京市場内臓価格 単位：円／枝肉kg

　前年割れの見込み。　出荷動向については、12月の乳用去勢牛は20.8千頭（前年比102.9％、前月比96.3％）で、前年実績をわずかに上回った。 価格改定 年 月 日 牛内臓 豚内臓

○末端消費については、生食問題やセシウム汚染問題で、牛肉同様に牛内臓も消費が低迷しており、引き続き荷余り感が強い。 平成18年5月8日 40/枝ｋｇ ３／枝kg

　特に牛レバーは、生食禁止により引き続き厳しい状況となっており、白物関係も12月に入り急激な気温低下にも関わらず、前年までのような勢いが 平成19年4月2日 40/枝ｋｇ 5／枝kg

　見られない。　また、牛テールについても引合が無く、低調な動きとなっている。　交雑牛、和牛のタン・ハラミ・サガリの動きは好調。 平成20年3月10日 50/枝ｋｇ 5／枝kg

○日本フードサービス協会の発表によると、レストラン焼肉の12月度概況は、売上高は前年比95.5％、客数は前年比96.2％で、セシウム汚染牛肉 平成20年4月14日 50/枝ｋｇ ８／枝kg

　等の風評被害の影響は薄れつつあり、回復の兆しが見え初めたと報告されている。 平成23年5月26日 34/枝ｋｇ ８／枝kg

②豚内臓 ○平成23年12月の豚と畜頭数は、1.512千頭（前年比99.0％）で、1月のと畜頭数（速報値1/31）については、1.285千頭（前年比93.8%）となった。 平成23年7月1日 40/枝ｋｇ ８／枝kg

　農水省食肉鶏卵課の1月末発表によると、宮崎県を含む出荷予測頭数は、1月が1,383千頭（前年比101％）、2月が1,331千頭（前年比102％）、

　3月が1,405千頭（前年比102％）となっている。　しかし、1月に入り急激な寒波と大雪の影響等から出荷が大きくズレル可能性もある。 ２.大阪市場内臓価格 単位：円／枝肉kg

○末端消費については、1月もレバー・豚足の動きが鈍いが、　タン・カシラ・ハラミは、1月もまずまずの動きとなっている。　白物については、 価格改定 年 月 日 牛内臓 豚内臓

　1月に入り気温が低下し鍋需要の拡大を期待したいが、例年どおりの好調な動きになっていない。 平成17年4月11日 35/枝kg ２／枝kg

平成18年4月21日 40/枝ｋｇ ２／枝kg

③輸入牛 ○平成23年12月の輸入牛タン実績は、チルドは米国産が240.9トン（前年比92.8％）と、前年に比べかなり下回り、豪州産も130.9トン（前年比79.2％）で 平成19年4月9日 40/枝ｋｇ ３／枝kg

　　　　内臓 　大幅に下回った。　　　※12月の国別実績は、米国産；チルド240.9トン・冷凍273.5トン、豪州産；チルド130.9トン・冷凍494.3トン、 平成20年3月10日 50/枝ｋｇ ３／枝kg

　　ニュージーランド；チルド4.3トン・冷凍131.8トン、カナダ；チルド3.1トン・冷凍172.7トン、メキシコ；チルド2.6トン・冷凍70.7トン、その他 平成20年5月1日 50/枝ｋｇ 5／枝kg

　　　　＜内訳＞　チルド計382.0トン（前年比85.8％）、冷凍計1,192.8トン（前年比102.4％）　　　　合計　1,574.8トン（前年比97.8％） 平成23年6月20日 40/枝ｋｇ 5／枝kg

○12月の冷凍輸入牛レバーは、41.1トン(前年比40.4%)と、前月を上回る大幅な前年割れとなった。 ＊Ｈ23.4.1から枝重500ｋｇ以上が510ｋｇ未満に改定

　　※12月の国別実績では、米国産30.7トン（前年比81.2％）、メキシコ産10.4トン（前年比47.5％）と、12月は米国とメキシコの2カ国のみで、 ３.東京市場原皮価格 単位：円／枚

　　豪州産は実績なしとなった。 価格改定 年 月 日 牛原皮（和牛 豚原皮

○輸入牛冷凍タン、輸入牛冷凍レバーの通関実績は、食中毒事故やセシウム汚染問題で、焼肉業界の需要低迷が長引き大きく減少した。 平成21年2月2日 1,800/枚 80/枚

平成21年5月1日 1,000/枚 80/枚

２.原皮 ①牛原皮 ○平成23年12月の輸出実績は、43,217枚（前年比87.4％・前月比142.0％）で、引き続き前年比大幅な輸出減となった。　輸出価格については、 平成22年4月1日 1,000/枚 60/枚
　 　4,735円/枚（前年比+43円、前月比-82円）と、前年比ではアップしたが、4ヶ月連続ダウンとなった。　国別実績では、香港21,642枚（前年比68.2％） 　 平成22年7月20日 1,000/枚 30/枚

　　 　タイ12,240枚（前年比108.1％）、韓国9,335枚（前年比145.0％）の3カ国へ輸出された。　 平成23年2月14日 1,000/枚 60/枚

○平成23年12月のウエットブルー輸入実績は、69,683枚(前年比151.5%、前月比105.4％)で前年に比べ大幅に増加した。　　※主要国別実績は、 平成23年7月1日 1,000/枚 110/枚

　米国は22,859枚（前年比177.4％）、豪州13,923枚（前年比162.1％）、韓国9,305枚（前年比94.3％）、ブラジル21,875枚（前年比235.9％）、 ４.大阪市場原皮価格 単位：円／枚

　オランダ1,147枚（前年比97.8％）、台湾570枚（前年実績なし）と、ブラジル・米国・豪州からの輸入が大幅に増加した。 価格改定 年 月 日 牛原皮（和ヌキ 豚原皮

○12月の牛原皮輸出の大幅落ち込みは、前月同様、欧州の景気低迷、中国の自動車生産台数の減少、原皮手当てを中国国内にシフトしたためと 平成20年6月23日 3，500/枚 90/枚

　報告を受けている。　また、今春用の革製品原料手当も非常に低調にある。 平成21年1月26日 3，500/枚 40/枚

平成21年2月2日3，000円/枚 40/枚

②豚原皮 ○平成23年12月の輸出合計は、1,414千枚（前年比99.2％、前月比123.2％）で、前年比微減となったが、前月に対しは23.2％増加した。 平成21年4月24日 2,000円/枚 40/枚

　 　 　※国別実績では、香港614千枚（前年比56.0％）、韓国141千枚（前年比156.7％）、ベトナム188千枚(前年なし）、タイ257千枚（前年比130.5％）、 平成21年8月5日 1,300円/枚 40/枚

　台湾207千枚（前年なし）、フィリピン7千枚（前年比18.4％）であった。　輸出価格については、734円/枚（前年単価差+271円）と、引き続き円高で 平成23年2月21日 1,300円/枚 30/枚

　前年に比べアップし、前月に対しては+1円のアップに留まった。 平成23年7月11日 1,300円/枚 70/枚

○豚原皮輸出数量は、国内の出荷頭数が増加傾向にある一方、中国国内の豚生産頭数が回復してきたため、原皮輸入が弱含みの状況と報告を 　　＊名古屋　（豚原皮 1/26）120→ 70/枚

　受けているが、前月に対しては一転増加した。

  ５.油脂価格/kg（食用向け）

３.ﾚﾝﾀﾞﾘﾝｸ①油脂等 ○平成24年2月渡し食用加工油脂向け価格は、豚脂93円（前年比+15円、12月保合い）、牛脂93円（前年比+15円、12月保合い）となり、国産牛豚脂 価格改定 年 月 日 牛脂 豚脂

　の需給安定、マレーシアパーム油価格の下落や景気低迷から、過熱していた相場もやや落ち着いてきたと報告されている。 平成21年12月1日 78 78

○平成24年2月のマレーシア産パーム油は、欧州の景気低迷等から需給が弱含みで99円/ｋｇとなっている。　 平成22年1月1日 73 68

○平成24年1月の関東飼料用油脂は78円/ｋｇ（前年差+10円、前年比114.7％）、工業用油脂は60円（前年差+10円、前年比120.0％）の保合いと 平成22年7月1日 78 78

　報告されている。 平成23年4月1日 88 88

平成23年10月1日 93 93


